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研究要旨 

目的：在宅医療支援病棟の運用を通して、NICUと在宅移行支援病棟の連携について検討した。 

方法：平成 21年 2月より在宅医療への移行推進を目的とした専門病棟（在宅移行支援病棟）を

開設し、低酸素性虚血性脳症（HIE）3 名、奇形症候群 3 名、先天性筋疾患 1 名が NICU より転

棟した。転棟の日齢は 88-217日で、すべての児が経管栄養で、4名が人工呼吸を必要としてい

た。これらの児の在宅医療への移行を通じて有効な支援法を検討した。 

結果：奇形症候群と筋疾患の 4 名が在宅医療に移行し、HIE の 3 名は外泊を繰り返している。

ＮＩＣＵと在宅移行支援病棟で共通の在宅医療移行評価表を作成し、早期からの両病棟の連携

が有効であった。 

結論：こども病院における在宅移行支援病棟は、NICUに比べ長期入院児にとって家族とともに

過ごす経験ができる良い環境で、スタッフも在宅移行支援に集中できる。今後小児医療施設に

は、集中治療と在宅医療を橋渡しする在宅支援病棟が必要と思われる。 

 

 

Ａ．研究目的 

21 年 2 月に長野県立こども病院の長期入院児

を、診療科を超えて集約的に診療するための在

宅医療支援病棟（11 床）が開設された。在宅

医療支援病棟の運用を通して、NICU と在宅移

行支援病棟の連携について検討した 

 

Ｂ．研究方法 

在宅医療支援病棟とは、 

1）人工換気療法等により長期入院を余儀なく

されている児に在宅医療に移行できるような

医療的ケアをおこない 

2）在宅医療に移行後も地域小児医療機関と連

携して在宅医療支援をおこなう 

対象 

1）原疾患に関わらず急性期治療が終了して状

態の安定した長期入院児 

2）在宅医療に移行後に短期入院精査の必要で

状態の安定している小児 

診療 

診療科を横断して在宅医療移行・支援を指示、

実施する 

スタッフ 

1）医師：病棟責任者（医師） 1名 

     主治医＋当番医師（日替わり） 

2）看護師：15名 3交代 2人夜勤 

3）ヘルパー：3名 

4）看護補助者：1名 
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5）保育師：1名 

6）患者地域支援室（看護師、保健師、MSW） 

  リハビリテーション技術科 

 

その病棟の運用を通して院内 NICU、小児病棟

での長期入院児の早期在宅医療移行を目指し

た。 

（倫理面への配慮） 

院内倫理委員会の承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

 

平成 21年 2月より在宅医療への移行推進を目

的とした専門病棟（在宅移行支援病棟）を開設

し、低酸素性虚血性脳症（HIE）3 名、奇形症

候群 3名、先天性筋疾患 1名が NICUより転棟

した。転棟の日齢は 88-217日で、すべての児

が経管栄養で、4名が人工呼吸を必要としてい

た。奇形症候群と筋疾患の 4名が在宅医療に移

行し、HIEの 3名は外泊を繰り返している。Ｎ

ＩＣＵと在宅移行支援病棟で共通の在宅医療

移行評価表を作成し、早期からの両病棟の連携

が有効であった。 

 

 

 

Ｄ．考察 

在宅支援病棟ができたことで、NICU 入院日数

が短縮していると考えられる。その背景には家

族に早期から情報提供することにより、在宅医

療への意識が芽生えやすくなり、また退院調整

を在宅支援病棟へ任せられるようになったこ

とが挙げられる。また、家族と児にとってより

良い環境で在宅移行を進めることができるな

どの利点もある。より円滑な在宅移行のために

は、 

①家族に意思決定してもらうための早期から

の情報提供、精神的支援 

②NICU と在宅支援病棟のスタッフ間の連携

（定期的なカンファレンス、情報交換など） 

③転棟の基準を明確にする（どのような児が転

棟できるか、時期、処置の指導など）などが必

要であると考えられる。 

 

Ｅ．結論 

こども病院における在宅移行支援病棟は、NICU

に比べ長期入院児にとって家族とともに過ご

す経験ができる良い環境で、スタッフも在宅移

行支援に集中できる。今後小児医療施設には、

集中治療と在宅医療を橋渡しする在宅支援病

棟が必要と思われる。 
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